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平成23年産米のまとめと来年に向けて許距

平成23年度主要野菜の生育経過と 
病害虫の発生状況について鋸

たいせつＨＯＴニュース漁禦魚

　青果協議会たいせつ支部婦人研修会

　「家の光大会」女性部役員が参加

　青年部一泊研修 開催

　東鷹栖年金友の会北陸の旅５日間 

ＪＡたいせつ役員道外視察研修会亨享

ＴＰＰが生活に与える影響には 
どんなものがあるのかな？京

たいせつ農産物直売所からのお知らせ供

理事会からのご報告、たいせつのあゆみ侠

層雲峡温泉湯治大募集

12月号目次

11／８、９ 青年部一泊研修（砂川市北海道スイコー株式会社にて11／８、９　青年部一泊研修（砂川市北海道スイコー株式会社にて））

12月号



2011．12月号 2

繋
　
水
稲
の
生
育
経
過
 

茨
春
耕
期

　

融
雪
期
は
平
年
よ
り
４
日
早
か
っ
た
の
で
す

が
、
そ
の
後
の
低
温
や
降
雨
の
影
響
で
耕
起
や
代

か
き
作
業
が
遅
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
作
業
を
急
ぐ

あ
ま
り
湿
っ
た
ほ
場
を
無
理
に
耕
起
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

芋
育
苗
期
間

　

は
種
期
、
出
芽
期
は
平
年
並
で
し
た
が
、
４
月

中
下
旬
の
低
温
・
日
照
不
足
に
よ
り
出
芽
揃
い
が

や
や
不
良
と
な
り
ま
し
た
。
育
苗
後
半
は
生
育
が

回
復
し
、
苗
質
は
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。

鰯
移
植
・
初
期
生
育

　

移
植
作
業
は
平
年
並
に
終
了
し
ま
し
た
。
活
着

は
良
好
で
、
分
げ
つ
始
、
初
期
生
育
も
平
年
並
で

し
た
。

允
幼
穂
形
成
期
〜
出
穂
期

　

６
月　

日
か
ら　

日
に
か
け
て
最
低
気
温
が　

23

27

10

℃
を
下
回
っ
た
た
め
、
幼
穂
形
成
期
は
２
日
程
度

遅
れ
ま
し
た
。
7
月
に
入
り
高
温
多
雨
傾
向
で
経

過
し
た
た
め
、
障
害
型
冷
害
は
回
避
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
穂
期
は
平
年
並
で
、
穂
揃
い
が
良
か
っ
た
の

で
す
が
、
高
温
の
影
響
で
分
げ
つ
が
増
え
ず
、
有

効
茎
歩
合
が
低
下
し
穂
数
が
や
や
少
な
く
な
り
ま

し
た
。

印
登
熟
〜
成
熟
期

　

出
穂
以
降
は
比
較
的
高
温
で
経
過
し
、
気
温
・

日
照
と
も
に
平
年
を
上
回
り
、
登
熟
は
良
好
で
し

た
。
成
熟
期
は
平
年
並
で
し
た
が
、
収
穫
期
の
降

雨
に
よ
り
収
穫
作
業
は
平
年
よ
り
４
日
遅
れ
ま
し

た
。
収
穫
後
に
溝
切
り
や
サ
ブ
ソ
イ
ラ
等
に
よ
る

排
水
対
策
が
多
く
の
水
田
で
施
工
さ
れ
ま
し
た
。

罫
　
病
害
虫
の
発
生
状
況
 

　

育
苗
前
半
が
低
温
・
過
湿
で
経
過
し
た
こ
と
か

ら
、
一
部
で
苗
立
枯
病
が
発
生
し
ま
し
た
。
７
月

下
旬
の
日
照
不
足
と
断
続
的
な
降
雨
と
防
除
の
遅

れ
か
ら
、
一
部
で
い
も
ち
病
が
散
見
さ
れ
ま
し

た
。
カ
メ
ム
シ
、
ウ
ン
カ
の
被
害
は
軽
微
で
し
た

が
、
局
所
的
に
フ
タ
オ
ビ
コ
ヤ
ガ
の
発
生
が
あ
り

ま
し
た
。

茎
　
水
稲
作
柄
の
概
要
 

茨
農
林
水
産
省
北
海
道
農
政
事
務
所
に
よ
る
と
、

は
種
期
以
降
の
低
温
・
日
照
不
足
等
に
よ
る
苗
質

の
低
下
に
加
え
、
６
月
全
般
の
日
照
不
足
等
に
よ

り
平
年
に
比
べ
て
穂
数
が
少
な
く
、
総
も
み
数
が

少
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
冷
害
危
険
期
お

よ
び
出
穂
・
開
花
期
が
お
お
む
ね
高
温
・
多
照
に

経
過
し
た
こ
と
か
ら
稔
実
の
状
況
が
良
好
で
あ
っ

た
こ
と
に
加
え
、
出
穂
・
開
花
期
以
降
も
平
年
を

上
回
る
気
温
で
経
過
し
た
こ
と
か
ら
粒
の
肥
大
・

充
実
は
平
年
を
上
回
り
、　

月　

日
現
在
の
上
川

10

15

管
内
の
収
量
は
５
９
５
㎏
／　

ａ
（
作
況
指
数
１

10

０
７
）
の
豊
作
と
な
り
ま
し
た
。

芋
普
及
セ
ン
タ
ー
の
調
査
で
は
、
米
の
屑
米
が
少

な
く
、
千
粒
重
は
平
年
よ
り
３
％
ほ
ど
重
く
な
り

ま
し
た
。
品
質
は
整
粒
歩
合
が
高
く
、
蛋
白
質
含

有
率
は
や
や
低
く
な
り
ま
し
た
。

《
次
年
度
に
向
け
て
》
 

　

健
全
な
稲
づ
く
り
は
、
健
全
な
土
づ
く
り
か

ら
。
気
象
変
動
に
負
け
な
い
、
美
味
し
い
米
の
安

定
生
産
に
向
け
て
、
基
本
技
術
の
確
認
と
徹
底
を

図
り
ま
し
ょ
う
。

茨
ほ
場
の
融
雪
促
進
、
透
排
水
性
改
善
を
行
い
乾

田
化
を
図
り
、
土
壌
診
断
に
基
づ
い
た
適
正
な
窒

素
施
肥
、
ケ
イ
酸
の
積
極
的
な
補
給
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

芋
ほ
場
の
乾
田
化
に
加
え
、
側
条
施
肥
、
栽
植
密

度
の
適
正
化
に
よ
り
初
期
茎
数
を
確
保
し
ま
し
ょ

上川農業改良普及センターによ上川農業改良普及センターによるる

平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成22222222222222223333333333333333年年年年年年年年年年年年年年年年産産産産産産産産産産産産産産産産米米米米米米米米米米米米米米米米ののののののののののののののののままままままままままままままままととととととととととととととととめめめめめめめめめめめめめめめめとととととととととととととととと平成23年産米のまとめと 
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表２　農作業の経過

差平年23年
＋44/84/4融 雪 期
±04/294/29耕 起 始
－35/35/6耕起盛期
±04/134/13は 種 始
＋14/174/16は 種 期
＋14/234/22は 種 終
－15/195/20移 植 始
－15/235/24移 植 期
－25/285/30移 植 終
－19/139/14収 穫 始
±09/219/21収 穫 期
－49/2910/3収 穫 終

表１　各品種の生育期節の比較（普及センター生育状況調査ほ・成苗）

ななつぼしゆめぴりかほしのゆめきらら397

平年23年平年23年平年23年平年23年

4/244/244/244/244/244/244/244/24出 芽 期

5/295/295/295/295/295/295/295/29活 着 期

6/46/46/36/46/36/46/46/5分 げ つ 始

6/276/286/286/286/256/276/286/30幼穂形成期

7/147/137/157/127/127/127/147/14止 葉 期

7/227/237/227/227/207/227/227/24出 穂 始

7/267/267/257/257/247/257/257/26出 穂 期

7/307/297/287/287/287/287/297/29出 穂 揃

9/149/99/139/99/79/79/119/12成 熟 期
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表３　各品種の収量構成要素

千粒重㎡稔実籾数稔実歩合㎡総籾数一穂籾数㎡穂数
品種名

(ｇ)(粒／㎡)(％)(粒／㎡)(粒／本)(本／㎡)

24.0 31,20795.2 32,78055.0 59623　年

きらら397 23.4 31,37192.5 33,91555.2 614平　年

103 99103 97100 97平年比

23.4 29,98095.9 31,26250.1 62423　年

ほしのゆめ 22.6 29,99291.8 32,67150.7 644平　年

104 100104 9699 97平年比

23.6 30,53295.0 32,13952.6 61123　年

ゆめぴりか 22.4 28,88885.1 33,94654.4 624平　年

105 106112 9597 98平年比

23.2 33,11296.6 34,27759.2 57923　年

ななつぼし 22.0 30,29390.0 33,65957.0 591平　年

105 109107 102104 98平年比

宛 姐鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵

う
。

鰯
移
植
後
は
生
育
に
合
わ
せ
た
適
正
な
水
管
理
で

分
げ
つ
を
促
進
し
ま
し
ょ
う
。

允
自
ら
幼
穂
形
成
期
の
確
認
と
冷
害
危
険
期
を
判

定
し
、
適
切
な
深
水
管
理
で
不
稔
発
生
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
深
水
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
畦

畔
の
高
さ
確
保
と
補
修
も
忘
れ
ず
に
。

印
病
害
虫
の
発
生
予
察
を
行
い
、
適
切
な
防
除
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
特
に
「
い
も
ち
病
」
は
耕
種
的

防
除
を
行
い
、
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
農
薬
は
適
正
に
使
用
し
、
ド
リ
フ
ト
や
危
被

害
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

咽
収
穫
適
期
は
必
ず
試
し
刈
り
し
た
玄
米
で
判
定

し
、
適
期
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

員
収
穫
後
は
排
水
対
策
を
徹
底
し
、
稲
わ
ら
は
搬

出
し
て
土
壌
還
元
に
よ
る
生
育
阻
害
や
稲
の
窒
素

過
剰
吸
収
を
抑
制
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
稲
わ
ら

は
有
効
利
用
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

平成23年　農耕期間の気象経過

平成23年産米集荷状況『11月28日現在』
（単位：俵）

計その他ゆめぴりかほしのゆめななつぼしきらら397

318,184.53,068.543,484.525,717.094,846.5151,068.0契約数量

150,797.52,345.5─8,788.548,540.091,123.5所前

136,450.0─44,679.5─46,102.545,668.0上川ライスターミナル

35,988.0──14,775.0─21,213.0ライスセンター

323,235.52,345.544,679.523,563.594,642.5158,004.5計

101.6%76.4%102.7%91.6%99.8%104.6%契約数量対比

※上川ライスターミナル・ライスセンターは、自主検数量となっております。
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猿病害虫発生状況猿猿生育経過猿猿品　　目猿

　６月中旬より一部ほ場にて葉カビ病の

発生がみられ始めた。

　前年は夏場の高温多湿による葉カビ病

の蔓延が多かったが、本年は早期発見・

早期防除の徹底により被害は少なかっ

た。

　春先の低温により、地温が十分に確保

されず、定植後の生育は緩慢に経過し

た。収穫開始後は、１～３段目の着果率

・果実肥大が良かったが、７月以降灌水

や追肥の少ないほ場では草勢の低下が見

られ４～６段果房の着果不良が発生し

た。しかし７～８段果房は着果個数も多

く肥大も良好で後半に収量が伸びた。総

収量は昨年を上回る。

原料トマ原料トマトト

　カッパン病については、予防中心の計

画的な防除を実施されたほ場においては

被害拡大が見られなかった。　ベト病に

ついても９月以降に発生が目立ったが、

カッパン病との同時防除を効率的に実施

したほ場では被害は軽度で発生戸数割合

は前年よりも少ない。

　定植作業は例年通り４月下旬に行われた

が、その後の低温・日照不足により地温が

確保されず、初期生育は緩慢に経過した。

そのため、根張りが悪かったほ場におい

ては急性萎ちょう症状が見受けられた。

６月末の収穫量は例年の２割程度少なく

経過したが、その後生育が回復し最終的

には、昨年を上回る総収量となった。

きゅうきゅうりり

　６月下旬から７月上旬の高温時期に一

部ほ場で、青枯病の発生が見られたが接

ぎ木苗の導入が増え例年よりも発生は少

ない。一部ほ場でアザミウマ類・アブラ

ムシ類の発生がみられた。

　定植作業は平年並みに実施されたが、

定植後の低温・日照不足の影響を受け、

また、草勢を確保する為、摘花・摘果を

行い収穫開始は７日程度遅れた。草丈の

伸長も例年よりも低めに推移し、ししと

うでは摘心時期も２週間程度遅れた。総

収量は昨年よりも少ない。

ししとししとうう
なんばなんばんん

　一部ほ場では萎黄病による萎縮・枯死

による欠株が確認された。一部ほ場では

収穫前半に灰色カビ病・ハダニ類が発生

した。

　５月の低温・日照不足により５～７日

程度生育・収穫開始が遅れた。初期の果

実肥大は良好であったが、６月中旬以降

小玉傾向となり全体的に収量が減少した。

遮光を施したほ場では、肥大は比較的安

定し、総収量の面でも有利性がみられた。

いちいちごご
（けんたろう（けんたろう））

　７月中旬以降ベト病、アザミウマ類、

ハモグリバエ類の発生がみられた。軟腐

病の防除が重点的になされ例年よりも発

生は少ない。

　融雪後の降雨により、ほ場の耕起が遅

れ、移植作業が７日～10日程度遅れた。

移植後も地温が確保されず初期生育が遅

れた。初期生育の遅れは収穫期まで影響

し、草丈・葉数が少なく球肥大も遅れ小

玉傾向であった。

たまねたまねぎぎ

ＪＡたいせつ　平成23年度

主要野菜の生育経過と

病害虫の発生状況について
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たいせたいせつつ　ＨＯＴＨＯＴ　ニューニュースス

　
　

月
８
日
か
ら
９
日
の
２
日
間
の
日

11
程
で
、
旭
川
青
果
物
生
産
出
荷
協
議
会

た
い
せ
つ
支
部
の
婦
人
研
修
会
を
女
性

　

名
参
加
の
も
と
開
か
れ
ま
し
た

48
　

８
日
午
後
１
時
頃
、
営
農
セ
ン
タ
ー

を
出
発
前
に
バ
ス
車
中
で
、
大
田
会
長

の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
ま
た
事
務
局

よ
り
平
成　

年
度
の
青
果

23

物
販
売
実
績
や
栽
培
の
反

省
な
ど
を
報
告
し
ま
し

た
。

　

研
修
は
、
岩
見
沢
市
に

あ
る
佐
藤
食
品
工
業
株
式

会
社
北
海
道
工
場
を
視
察

し
、
佐
藤
食
品
工
業
は

「
サ
ト
ウ
の
ご
は
ん
」
や

「
切
り
餅
」
の
製
造
会
社

で
、
そ
の
製
造
ラ
イ
ン
を

社
員
の
方
の
説
明
を
聞
き

な
が
ら
見
学
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
宿
泊
先
の
朝

里
川
温
泉
宏
楽
園
に
到

着
、
食
事
や
温
泉
を
楽
し

み
一
年
の
労
を
癒
し
ま
し

た
。

　

２
日
目
は
午
前
中
に
小

旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭
川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川
青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産
出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出
荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷
協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支

旭
川
青
果
物
生
産
出
荷
協
議
会
た
い
せ
つ
支
部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部

婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研
修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開

婦
人
研
修
会
 開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
ははははははははははははははははははははは
小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小
樽樽樽樽樽樽樽樽樽樽樽樽樽樽樽樽樽樽樽樽樽
ででででででででででででででででででででで
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
ののののののののののののののののののののの
労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労
ををををををををををををををををををををを
癒癒癒癒癒癒癒癒癒癒癒癒癒癒癒癒癒癒癒癒癒
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

～
今
年
は
小
樽
で
一
年
の
労
を
癒
す
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

佐藤食品北海道工場視察風景　

樽
市
内
を
散
策
し
た
後
、
グ
ラ
ン
ド
パ

ー
ク
小
樽
で
バ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま

し
た
。
昼
食
後
は
高
速
道
路
に
乗
り
、

砂
川
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
で
休
憩
を

取
り
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
会
員
の
皆
様
、
大
変
お

疲
れ
様
で
し
た
。

　
　

月　

日
か
ら　

日
に
か
け
、
ガ
ト

11

10

11

ー
キ
ン
グ
ダ
ム
・
サ
ッ
ポ
ロ
（
札
幌

市
）
で
行
わ
れ
た
「
平
成　

年
度
Ｊ
Ａ

23

北
海
道
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
・
北
海

道
家
の
光
大
会
」
に
相
澤
女
性
部
部
長

を
は
じ
め
４
名
の
役
員
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

１
日
目
に
は
、
北
海
道
地
区
か
ら
選

ば
れ
た
３
名
の
女
性
部
員
に
よ

る
「
家
の
光
記
事
活
用
体
験
発

表
」
や
部
員
達
の
様
々
な
ア
イ

デ
ィ
ア
で
作
ら
れ
た
農
作
業
着

を
披
露
す
る
「
農
作
業
着
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
行
わ
れ
た
懇

親
会
で
は
、
ダ
ン
ス
や
カ
ラ
オ

ケ
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も

あ
り
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

２
日
目
に
は
、
各
地
区
の
女

性
部
が
日
々
の
活
動
の
中
で
作

っ
て
き
た
作
品
を
展
示
し
た

「
手
づ
く
り
工
夫
展
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
セ
ー
タ
ー
や
バ
ッ

グ
な
ど
の
手
芸
品
、
ジ
ャ
ム
な

ど
の
加
工
品
、
エ
コ
た
わ
し
な

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家
ののののののののののののののののののののの
光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
ににににににににににににににににににににに
女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女
性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性
部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
ががががががががががががががががががががが
参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参

「
家
の
光
大
会
」
に
女
性
部
役
員
が
参
加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

左から相澤部長、橋本副部長、鷲尾理事、角谷理事

ど
家
の
光
記
事
活
用
作
品
も
あ
り
、
ど

れ
も
レ
ベ
ル
の
高
い
も
の
ば
か
り
で
し

た
。

　

こ
の
２
日
間
を
通
し
て
、
「
家
の

光
」
が
こ
ん
な
に
も
女
性
部
の
活
動
に

大
き
く
影
響
し
て
い
る
の
だ
と
、
と
て

も
刺
激
を
受
け
た
２
日
間
で
し
た
。
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排
水
口
の
枡
に
使
わ
れ
て
い
る
落
水
ボ

ッ
ク
ス
な
ど
を
偐
回
転
成
形
做
と
い
う

方
法
で
製
造
し
て
お
り
、
普
段
の
営
農

で
よ
く
目
に
す
る
資
材
が
並
べ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
回
転
成
形
と
は
、
金
型
と

い
わ
れ
る
製
造
す
る
容
器
の
型
に
樹
脂

ペ
レ
ッ
ト
を
微
粉
砕
し
た
原
料
を
投
入

し
、
バ
ー
ナ
ー
や
熱
風
な
ど
で
加
熱
し

な
が
ら
回
転
さ
せ
て
原
料
を
溶
解
し
、

金
型
へ
の
付
着
が
完
了
し
た
後
、
冷
却

す
る
と
い
う
方
法
で
あ
り
、
北
海
道
で

は
当
社
の
他
に
１
か
所
し
か
回
転
成
形

を
導
入
し
て
い
な
い
と
い
う
貴
重
な
製

造
方
法
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ホ
ク
レ
ン
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
工
場
で

は
、
お
米
の
歴
史
や
世
界
の
お
米
情
勢

な
ど
が
わ
か
る
「
お
米
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
や
お
米
が
精
米
さ
れ
る
ま
で
の
工

程
を
見
学
し
ま
し
た
。
最
新
鋭
の
精
米

設
備
の
も
と
「
安
心
・
安
全
」
や
「
お

米
の
お
い
し
さ
」
へ
の
強
い
こ
だ
わ
り

を
持
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
強
く

感
じ
ら
れ
、
部
員
の
皆
さ
ん
は
来
年
の

高
品
質
米
生
産
に
向
け
て
の
自
覚
と
生

産
意
欲
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
　

月
８
日
か
ら
９
日
の
日
程
に
よ
り
、

11
青
年
部
一
泊
研
修
が
開
か
れ
、
今
年
は

部
員　

名
の
参
加
の
も
と
、
１
日
目
は

18

砂
川
市
の
北
海
道
ス
イ
コ
ー
株
式
会
社

と
石
狩
市
の
ホ
ク
レ
ン
パ
ー
ル
ラ
イ
ス

工
場
、
２
日
目
に
は
札
幌
市
の
株
式
会

社
Ｄ
Ｎ
Ｐ
北
海
道
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
北
海
道
ス
イ
コ
ー
株
式

会
社
で
は
、
水
稲
の
種
も
み
浸
水
・
催

芽
時
に
使
用
し
て
い
る
丸
型
・
角
型
容

器
や
水
を
貯
め
た
り
農
薬
を
調
合
し
た

り
す
る
際
に
使
わ
れ
る
タ
ン
ク
、
水
田

青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊
研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研
修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修

開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開

　
青
年
部
一
泊
研
修
 開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

　

２
日
目
の
株
式
会
社
Ｄ
Ｎ
Ｐ
北
海
道

で
は
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
フ
ィ
ル
ム
の
印
刷

工
程
を
見
学
し
ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー
で

よ
く
目
に
す
る
レ
ト
ル
ト
食
品
や
お
米

・
お
菓
子
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
を
印
刷

し
て
お
り
、
包
装
フ
ィ
ル
ム
の
減
量
化

や
比
塩
素
化
対
応
な
ど
「
地
球
に
優
し

い
素
材
」
へ
の
転
換
と
い
っ
た
環
境
に

配
慮
さ
れ
た
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

わ
ず
か
２
日
間
の
日
程
で
し
た
が
、

普
段
か
ら
使
っ
て
い
る
農
業
資
材
の
生

産
体
制
や
「
農
業
」
と
「
食
」
に
深
く

関
わ
り
の
あ
る
研
修
を
行
う
こ
と
が
で

き
、
大
変
有
意
義
な
一
泊
研
修
と
な
り

ま
し
た
。

北海道スイコーにて研修風景

ホクレンパールライス工場にて見学
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Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
東
鷹
栖
年
金
友
の
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
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郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷

北
陸
の
旅
（
飛
騨
高
山
、
白
川
郷
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢
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５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

金
沢
、
輪
島
、
黒
部
峡
谷
）
５
日
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間

た
。

　

３
日
目
、
断
崖
絶
壁
の
東
尋
坊
、
目

の
前
に
広
が
る
猛
々
し
い
絶
壁
、
岩
場

か
ら
海
を
覗
け
ば
足
が
す
く
み
ま
し

た
。
次
に
九
谷
焼
窯
元
で
は
、
製
造
工

程
の
説
明
を
受
け
た
あ
と
売
店
で
記
念

の
品
を
購
入
し
、
次
に
日
本
三
名
園
の

ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
「
兼
六
園
」
３

万
５
千
坪
も
の
広
大
な
園
内
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
時
代
の
庭
園
手
法
を
駆
使
し
た

美
景
を
楽
し
み
、
次
に
「
妙
立
寺
」
人

呼
ん
で
忍
者
寺
、
複
雑
な
建
築
構
造
、

多
く
の
隠
し
階
段
、
種
々
の
仕
掛
け
が

あ
る
の
で
「
忍
者
寺
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
ア
ッ
と
驚
く
仕
掛
け
の
数
々
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

４
日
目
、
輪
島
朝
市
、
物
々
交
換
か

ら
始
ま
っ
た
一
千
年
以
上
の
歴
史
あ
る

朝
市
、
い
ろ
ん
な
も
の
が
並
ん
で
い
て

野
菜
、
活
き
の
い
い
魚
介
、
漁
師
町
の

お
ば
ち
ゃ
ん
と
の
会
話
や
値
段
の
駆
け

引
き
を
体
験
し
、
次
に
輪
島
漆
器
工

房
、
輪
島
塗
の
各
工
程
に
携
わ
る
職
人

さ
ん
た
ち
の
仕
事
ぶ
り
を
見
学
し
、
製

造
工
程
が
し
っ
か
り
し
て
お
り
修
理
が

き
く
こ
と
か
ら
「
輪
島
塗
は
一
生
も

　

た
い
せ
つ
農
協
東
鷹
栖
年
金
友
の
会

で
は　

月　

日
〜　

日
の
日
程
で
北
陸

10

25

29

の
旅
を　

名
の
参
加
に
よ
り
実
施
し
、

29

中
山
武
団
長
、
砂
田
嘉
石
副
団
長
を
先

頭
に
旭
川
空
港
を
出
発
し
、
羽
田
空
港

を
経
由
し
て
富
山
空
港
へ
着
き
ま
し

た
。

　

1
日
目
、
飛
騨
高
山
、
飛
騨
民
族
村

で
は
、
昔
の
農
村
風
景
を
形
づ
く
る
民

家
の
博
物
館
「
飛
騨
の
里
」
の
自
然
散

策
の
後
、
飛
騨
高
山
の
温
泉
で
、
郷
土

料
理
や
、
地
酒
で
宴
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。

　

２
日
目
は
、
高
山
朝
市
で
は
新
鮮
な

野
菜
や
果
物
、
花
な
ど
が
あ
り
、
お
ば

さ
ん
た
ち
と
の
素
朴
な
や
り
と
り
、
純

粋
な
高
山
こ
と
ば
を
聞
く
こ
と
が
で

き
、
そ
の
後
、
世
界
文
化
遺
産
の
白
川

郷
合
掌
造
り
集
落
で
は
、
梁
や
柱
に
釘

を
使
わ
な
い
合
掌
家
屋
の
建
築
物
の
中

を
歩
き
ま
し
た
。
岐
阜
県
白
川
村
か
ら

石
川
県
白
山
市
ま
で　

。
3
キ
ロ
メ
ー

33

ト
ル
あ
る
有
料
山
岳
道
路
「
白
山
ス
ー

パ
ー
林
道
」
を
紅
葉
の
白
山
、
険
し
い

渓
谷
の
中
、
ス
リ
ル
満
点
で
通
過
し
、

福
井
県
あ
わ
ら
温
泉
に
到
着
し
ま
し

の
」
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
次

に
、
白
米
千
枚
田
、
千
枚
を
超
え
る
小

さ
な
棚
田
が
海
の
際
ま
で
迫
る
よ
う
に

続
い
て
い
て
、
マ
イ
田
ん
ぼ
が
持
て
る

オ
ー
ナ
ー
制
度
が
あ
り
、
オ
ー
ナ
ー
会

員
は
千
枚
田
の
米
づ
く
り
を
楽
し
ん
で

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
巌
門
め
ぐ

り
、
能
登
金
剛
随
一
の
景
観
地
で
荒
波

が
岩
盤
を
削
り
取
っ
て

で
き
た
貫
通
洞
門
を
遊

覧
船
め
ぐ
り
、
大
迫
力

の
眺
め
で
し
た
。
そ
の

後
、
富
山
県
黒
部
峡

谷
、
最
後
の
宿
泊
地
、

宇
奈
月
温
泉
で
郷
土
料

理
と
地
酒
で
宴
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　

５
日
目
、
ト
ロ
ッ
コ

電
車
で
日
本
有
数
の
険

し
さ
を
誇
る
北
ア
ル
プ

ス
に
深
く
刻
ま
れ
た
黒

部
峡
谷
、
た
く
さ
ん
の

ト
ン
ネ
ル
や
鉄
橋
を
駆

け
抜
け
終
点
ま
で　

。
20

1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
黒

部
峡
谷
で
し
か
味
わ
う

こ
と
の
で
き
な
い
驚
き

と
発
見
に
満
ち
た
、
ス

リ
ル
満
点
の
旅
で
し

た
。

　

全
行
程
好
天
に
恵
ま

れ
、
多
く
の
観
光
名
所
を
め
ぐ
り
、
富

山
空
港
か
ら
羽
田
を
経
由
し
て
沢
山
の

お
土
産
と
、
思
い
出
を
胸
に
全
員
元
気

に
旭
川
空
港
に
到
着
し
ま
し
た
。
参
加

者
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。
ま
た

来
年
も
た
く
さ
ん
の
方
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
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猿ホクレン福岡支店視察

　ホクレン福岡支店は、九州７県＋沖縄県を管轄しています（一部業種については山口県も含む）。九
州圏(九州７県)は10％産業の地域と言われるように、人口は全国比10.4％、小売り販売額は全国比9.9％、
総生産額は全国比9.4％であり、大消費地福岡を含む北部九州を中心とした10％経済の市場規模にプラス
南部九州を中心とした全国19％の農業産出額を誇る大農業生産地となっています。稲作は米の生産量が
全国の約１割を占める大産地でもあり、自県産カバー率が100％を越える県が多くあります。その九州
での北海道農産物販売状況ですが、米については、ホクレン取扱いの約３％を販売し、そのほとんどが
沖縄です。前述したように、米の生産の自県産カバー率が100％を越える九州圏の中で、沖縄のカバー率
は3.6％と極端に低いからです。ホクレンによる沖縄への輸送については、大ロット(1,400トン規模)での
船輸送が中心に費用の圧縮に努めています。
　北海道農産物全体に言えることは、距離の長さがネックとなり、日数や輸送コストで九州圏の近隣地
区より不利な状況にあります。さらに近年、物流業界全体が原油高騰や景気後退により船便航路の廃止
や長距離便の減少を進め、その中で特に冷蔵・冷凍等の温度帯管理の輸送手段は窮屈となってきている
ので、販売できる商品が限定されている状況となっています。　
　九州は北海道と比較し約半分の耕地面積で1.5倍以上の農業産出額の規模を持っています。それは、九
州では耕種作物・畜産物ともに高価格帯作物の産地ブランドが確立されており、全国的に見てもそのシ
ェアは高い比率を誇っているからです。北部九州では、米を中心とした耕種作物のウエイトが高く、更
に九州圏の大消費地である福岡に近いということで野菜の生産比率も高いものを有しています。南部九
州では畜産系の商品ウエイトが高くなっており、県産ブランド商品が全国に流通されている状況にあり
ます。
　課題は、1990年代以降、農業産出額が減少傾向を辿っており、就農人口の減少や農業従事者の高齢化
といった問題が顕著に現れてきており、今後の農業従事者の確保・育成が急務となっています。 

　ＪＡたいせつ役員は、10月24日から27日の４日間の日程により九州のホクレン福岡

支店、ＪＡ南さつま、南さつま市を視察訪問し、情報交換及び懇談を実施しました。

ホクレン福岡支店
渡久山氏（左）　　　　藤平課長（右）

ホクレン福岡支店にて研修風景
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ＪＡ南さつまにて研修風景

ＪＡ南薩拠点霜出でん粉工場

ＪＡ南さつま現地果樹園視察

ＪＡ南薩拠点霜出でん粉工場にて研修風景

ＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＪＡたたたたたたたたたたたたたたたたいいいいいいいいいいいいいいいいせせせせせせせせせせせせせせせせつつつつつつつつつつつつつつつつたいせつ役役役役役役役役役役役役役役役役役員員員員員員員員員員員員員員員員員

猿ＪＡ南さつま視察

　鹿児島の南西部に位置し、南さつま市・枕崎市・南九
州市の南薩地域３市にまたがる大型ＪＡであり、本所の
ある知覧町は“武家屋敷”や“特攻基地”でも知られ、
毎年たくさんの観光客が全国から訪れています。組合員
16,367名（内、正組合員9,428名）職員632名、農畜産販売
高174億円（Ｈ23.２現在）を誇ります。
　耕種部門では、温暖な気候と山間冷涼を活かしたお茶
の生産が特に盛んで「全国品評会」において、数多くの
賞を受賞しています。「加世田完熟かぼちゃ」、さつま
いも「知覧紅」、ハウスキンカン「きんかん春姫」「た
んかん」は、一大産地を形成しています。畜産部門で
は、何といっても「鹿児島黒豚・黒牛」のブランドを確
立しています。

猿ＪＡ南薩拠点霜出でん粉工場視察

　鹿児島県の基幹作物である「でん粉原料用甘しょ」に
ついて、その主産地である薩摩半島地区における安定生
産と生産農家の経営安定を目的とし、南薩摩のＪＡ南さ
つま、いぶすき、日置の３ＪＡが合同で運営する「ＪＡ
南薩拠点霜出でん粉工場」が９月より本格稼働し、高品
質の食品用でんぷん「薩摩甘伝」を製造しています。３
ＪＡ管内には３年前まで３工場がありましたが、工場を
１カ所に集約し、新システムで全工程を機械化すること
で異物混入を防止するなど、商品の高付加価値化で販路
拡大をめざしています。総事業費33億円で、国の半額補
助を受けています。

　今回九州圏の農業を視察し、気候の温暖化による農作
物の品質低下、鳥インフルエンザ・口蹄疫発生による畜
産農家への影響、そして農業者の高齢化など様々な問題
に直面しながらも、それを農畜産物の加工やブランドの
確立といった付加価値をつけて乗り切っていこうという
地域全体の活力を感じ、それはＪＡたいせつにおいても
参考になる点が多く、大変有意義な研修となりました。
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たいせつ農産物直売所からのお知らせ

　 「    大感謝祭フェア（餅つき体験＆試食会）」開催！

昨年も開催しました餅つき＆試食会は大変好評で、

杵と臼でついたお餅の味は格別です！

お餅の上に、あんこ・大根おろし・きなこの３種類を

のせて食べ比べしてみて下さい ！

　　　 「鷹栖牛フェア」開催！

鷹栖牛を格安で販売いたします。

当日は鷹栖牛の試食も行います！

クリスマス前に是非、ご用意されてみてはいかがでしょうか。

新規出荷者大募集！ 
組合員なら誰でも出荷できます！

　　　　　　　　　　　・毎日出荷できなくても構いません。

　　　　　　　　　　　・新鮮な野菜であれば少量品目でも構いません。

少しでも興味のある方は、直売所までお気軽にご連絡下さい。

よろしくお願いします。

　営業時間　10時～17時　　定休日　毎週月曜日　　緯57－2141　

12月17日（土）
　　18日（日）

12月23日（金）
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一
、
全
国
監
査
機
構
期
中
監
査
結
果
の

報
告
並
び
に
事
務
整
備
事
項
の
改
善

に
つ
い
て

六
月
末
基
準
日
で
八
月
二
十
九
日

か
ら
九
月
二
日
ま
で
実
施
さ
れ
た
期

中
監
査
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
、

事
務
整
備
を
要
す
る
事
項
の
改
善
に

つ
い
て
協
議
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

二
、
平
成
二
十
三
年
産
米
の
集
荷
状
況

に
つ
い
て

今
期
の
米
の
集
荷
状
況
に
つ
い

て
、
網
下
米
を
含
め
報
告
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

三
、
平
成
二
十
四
年
度
肥
料
価
格
設
定

に
つ
い
て

肥
料
価
格
設
定
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

四
、
東
鷹
栖
検
査
場
給
水
装
置
新
設
工

事
に
つ
い
て

東
鷹
栖
検
査
場
に
給
水
装
置
を
新

設
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
了
承
さ
れ

ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日
第
七
回

理
事
会
で
次
の
案
件
に
つ
い
て
協
議

し
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失失失

理
事
会
か
ら
の
ご
報
告

 　

月
２
日　

企
画
会
議

11
　

月
８
日　

青
年
部
一
泊
研
修

11

〜
９
日

　

月
８
日　

青
果
協
議
会
婦
人
研
修

11

（
小
樽
）
〜
９
日

　

月　

日　

第
８
回
理
事
会

11

24

　

月　

日　

組
合
員
巡
回
ド
ッ
ク

11

29

〜　

月
１
日

12

　

月
11
「
た
い
せ
つ
」の
あ
ゆ

「
た
い
せ
つ
」の
あ
ゆ
みみ


